
　
そ
の
外
に
も
己
が
本
も
て
窩
さ
ぜ
し
書
も
い
ご
多
か
る
を
，
後
に
わ

‘
が
本
を
無
く
な
・
し
れ
る
も
あ
れ
ば
、
今
度
の
羅
F
つ
き
て
借
し
て
よ

　
ぐ
」
云
ひ
や
る
に
今
は
亡
し
つ
、
佗
の
庫
に
入
れ
置
六
れ
ば
繊
〔
難
し
、

　
な
ざ
懸
り
を
V
て
借
さ
す
。
物
學
ぶ
上
に
て
は
斯
ば
か
り
惑
き
事
は

　
あ
ら
じ
。
ま
れ
佗
ミ
我
が
事
に
及
ぶ
ご
亡
に
、
儒
學
の
よ
し
を
顯
露
塚

　
ら
す
云
び
聞
し
め
か
つ
人
に
贈
れ
る
漕
息
ざ
も
に
，
極
々
の
あ
ご
な

　
・
し
言
の
悪
事
を
さ
へ
に
書
載
ぜ
る
が
、
世
に
弘
ま
り
て
我
が
滋
の
妨

　
害
に
な
れ
る
事
こ
も
甚
多
か
り
（
中
略
）
然
れ
ば
中
善
か
り
し
程
も
，

　
常
に
快
か
ら
ぬ
事
こ
も
あ
り
け
り

“
」
言
づ
て
居
る
の
を
見
る
ε
、
ま
こ
、
・
」
に
あ
さ
ま
・
し
い
心
地
が
す
る
。

（
ホ
）
鎭
魂
傳
の
序
に

　
「
お
の
れ
若
き
ほ
こ
よ
り
す
く
や
か
な
ら
す
、
つ
れ
い
乳
に
り
が
ち

　
に
て
あ
叫
つ
る
が
，
ミ
か
く
し
て
は
六
ち
は
す
ぎ
め
れ
ご
、
三
そ
ぢ

　
を
ば
い
か
Ψ
ぱ
亡
，
口
あ
そ
び
に
も
い
ふ
ば
か
り
に
て
な
む
あ
り
け

　
る
G
し
か
あ
り
け
る
に
い
？
し
か
四
＋
近
く
な
り
ぬ
。
い
ま
は
此
さ

　
か
ひ
は
シ
2
越
レ
2
ご
ミ
思
ぶ
ほ
こ
に
、
や
う
～
＼
五
十
に
近
き
ほ
こ
よ

り
、
い
つ
ミ
な
く
病
も
の
ぞ
こ
り
ゆ
く
ま
・
に
、
昔
よ
り
患
ひ
つ
る

　
や
づ
に
は
あ
ら
で
，
れ
Ψ
い
き
に
生
き
て
、
七
十
に
三
つ
あ
ま
る
、

　
弘
化
の
二
年
ピ
い
ふ
年
の
元
R
【
こ
い
ふ
日
に
あ
ひ
め
」

ぐ
」
あ
る
。

第
二
巻
　
　
轍
厳
　
開
説
　
　
工
ト
ル
ス
キ
の
轟
凪
跡
ご
寛
ハ
の
丈
化

エ
ト
ル
ス
キ
の
潰
…
跡

　
　
マ
」
其
の
交
化
｛
下
）

文
學
士
濱
田
耕
作

　
　
　
　
（
ホ
）
チ
エ
川
ヅ
エ
ナ
ソ
の
選
跡

　
ヅ
エ
ー
ご
共
に
羅
馬
よ
り
最
も
近
き
他
の
エ
ト
ラ
ス
キ

の
遺
跡
は
チ
エ
ル
ヴ
エ
プ
リ
ー
な
り
、
羅
馬
よ
り
西
北
約

廿
哩
、
バ
η
の
騨
よ
り
漁
車
を
降
り
て
北
へ
進
む
こ
ご
数

多
に
し
て
丘
陵
の
端
に
達
す
可
く
、
共
の
一
端
に
チ
エ
川

ヴ
モ
7
り
（
∩
O
目
く
O
O
「
凶
）
の
村
落
あ
り
、
之
れ
古
へ
の
ケ

ー
レ
（
9
0
「
o
）
の
黒
革
に
し
て
、
中
世
「
新
ケ
ー
レ
」

（
O
器
δ
p
o
≦
目
）
（
今
の
O
o
ユ
に
て
0
9
．
く
魯
注
の
東
三
哩
）
に

封
ず
る
「
古
ク
ー
レ
」
O
ρ
o
δ
〈
醇
興
。
の
義
よ
り
棘
…
詑
せ
る

者
な
る
が
エ
ト
川
ス
キ
の
量
地
に
占
写
す
る
以
前
よ
り
早

く
先
住
民
（
所
講
ベ
ラ
ス
ギ
）
の
糠
れ
る
こ
こ
ろ
に
し
て
、

第
ご
號

八
一
　
（
二
六
七
）



第
二
巻
　
　
叢
　
説
　
　
エ
ト
ル
ス
キ
の
遣
跡
ミ
其
の
曳
化

漁
ハ
の
名
を
ば
ア
吾
川
ラ
（
｝
σ
q
邑
9
）
ご
呼
び
、
中
部
伊
太
利

に
於
け
る
最
古
の
一
風
な
り
ご
傳
ふ
、
後
ち
エ
ト
ル
ス
キ

留
り
て
代
っ
て
之
に
居
る
、
ケ
ー
ン
の
名
の
起
源
に
っ
き

て
は
確
説
な
し
、
た
い
ス
ト
ラ
ボ
ー
等
に
よ
れ
ば
、
エ
ト

ル
ス
キ
の
此
の
市
を
攻
撃
せ
し
時
、
ア
ギ
ラ
の
守
卒
、
共

の
何
の
重
め
に
亙
れ
る
か
を
知
ら
す
し
て
、
之
を
迎
へ
て

×
ミ
蔑
（
冨
3
ご
漱
迎
せ
し
よ
り
、
エ
ト
〃
ス
キ
露
地
を

占
領
し
て
後
ち
此
の
語
を
以
て
毒
け
し
ご
云
ふ
も
、
固
よ

・
り
一
個
の
言
語
的
遊
戯
よ
り
生
ぜ
る
地
名
暴
説
に
過
ぎ
ざ

る
な
り
。

　
グ
ー
レ
は
を
お
、
、
。
。
を
其
の
海
港
こ
し
て
、
希
臓
其
他

東
方
諸
腰
ご
通
商
を
行
ひ
、
エ
ト
川
ス
キ
の
十
二
同
盟
市

の
一
こ
し
て
重
き
を
な
せ
る
が
、
八
時
他
の
諸
市
が
多
ぐ

海
賊
掠
奮
等
を
事
こ
せ
る
に
、
ケ
、
i
レ
の
み
其
の
類
に
入

ら
ざ
り
し
か
ば
、
希
臓
人
は
頗
る
之
を
尊
敬
し
漁
り
ご
云

ふ
こ
ご
ス
ト
ラ
ボ
ー
の
書
に
見
ね
に
り
、
思
ふ
に
當
時
ケ

ー
レ
は
一
種
の
自
由
貿
易
港
の
観
を
呈
し
て
、
伊
太
利
に

第
ご
號

八
二
　
　
（
二
六
八
）

於
け
る
希
腫
康
方
文
筆
の
流
入
す
る
地
黙
こ
し
て
、
文
明

史
上
記
ぶ
る
重
要
な
る
意
義
を
有
せ
し
な
る
可
し
、
羅
馬

ご
職
ひ
、
叉
に
カ
ル
タ
ゴ
人
．
こ
同
盟
し
て
フ
エ
ニ
キ
や
人

ご
戦
ひ
し
が
日
一
三
昏
戸
ご
ω
○
り
。
℃
Φ
き
μ
の
の
羅
馬
を
逐
は
る

、
や
彼
は
此
の
ケ
ー
レ
に
來
り
て
（
其
の
族
此
地
よ
り
出

し
因
縁
よ
り
な
る
満
し
）
隠
匿
せ
ら
れ
た
る
こ
ご
あ
り
、

後
ち
他
の
エ
ト
ル
ス
キ
諸
市
の
多
く
羅
馬
ご
憂
事
へ
る
に

係
ら
す
ヶ
ー
レ
は
寧
ろ
羅
馬
ご
親
霧
な
る
閥
係
を
持
績
し

三
六
五
年
羅
馬
の
ガ
ウ
ル
人
の
爲
め
に
竃
せ
ら
る
、
や
、

羅
馬
の
ヅ
エ
ス
タ
の
齋
女
（
＜
o
酵
巴
昏
σ
Q
写
）
は
帥
寳
を
奉

じ
て
門
地
に
逃
れ
、
後
ち
ケ
ー
ン
人
の
助
け
に
よ
り
て
羅

馬
に
鰭
…
る
こ
ざ
を
得
だ
り
、
而
し
て
　
O
器
、
．
ヨ
Q
講
p
（
英

∩
。
素
直
。
曙
祭
儀
）
の
語
は
之
よ
り
生
す
る
．
こ
云
ふ
、
後
ち

或
は
羅
馬
に
抗
し
π
る
あ
る
こ
ご
あ
り
し
が
、
途
に
羅
馬

の
薦
領
こ
な
り
、
中
世
に
至
り
て
漸
く
衰
頽
に
鶴
す
。

　
今
日
｝
エ
ル
ヴ
モ
グ
ソ
の
村
落
の
存
す
る
こ
こ
ろ
は
、

古
へ
の
ケ
ー
レ
の
市
街
地
の
西
南
の
一
角
に
し
て
、
其
の



ア
ク
ロ
ホ
フ
ス
の
跡
な
ら
ん
ご
云
へ
り
、
市
玩
は
其
の
東
　
て
、
ケ
ー
レ
の
墓
地
な
る
バ
ン
ヂ
タ
キ
ヤ
（
一
内
簿
コ
α
凶
け
げ
6
0
一
帥
）

北
の
毫
地
一
帯
を
占
め
周
回
四
海
、
周
園
に
直
方
形
の
ε
∂
　
の
丘
ご
相
望
む
、
余
は
昨
年
九
月
十
一
日
は
じ
め
て
此
の

の
石
材
よ
り
成
れ
る
石
壁

を
緯
ら
し
、
八
塚
を
開
く

今
な
ほ
其
の
逡
跡
を
高
々

に
認
む
る
こ
ご
を
得
遍
く

共
の
築
造
法
は
所
謂
エ
ト

川
ス
キ
の
蒔
質
を
有
す
る

も
、
石
材
の
大
さ
は
必
し

も
大
な
る
方
に
は
あ
ら
す

此
の
市
街
地
の
東
南
方
に

」
よ
閃
O
ω
ω
O
島
色
餌
　
く
ρ
O
鼠
5
ρ

の
流
め
り
て
深
き
懸
崖
を

．
な
し
、
三
個
の
小
門
よ
り

此
の
谷
に
降
る
の
道
を
通

「
「

’

「

　
ノ

帆影」　　　　　　　　　賜

鞭，試㌧．
　　　　　　　　　lleLZ

／

　　げ
　・s
　4ノ

ぜ〆

．
／
？

レ
Z
i　Mohtec

認魔・

“’⊂

ｲ職
”v一一・一ノ

ド
翻

　
・
圏
、
、

’
＼

　
　
＼
．
り

眠
い
、
、
、

嫉．

　
　
！
　
〆

巡
撫
つ

騨）
　
％

す
（
其
の
附
近
に
は
古
墳
あ
り
）
、
其
の
向
ひ
は
モ
ン
テ
、

ア
バ
ト
子
の
丘
な
b
、
西
北
方
に
も
小
流
あ
り
て
谷
を
隔

　
　
　
…
弟
二
巻
　
、
叢
説
　
　
エ
ト
ル
ス
キ
の
遺
跡
ご
其
の
丈
化
冒

　
地
に
遊
び
、
圖
ら
す
も

　
バ
ン
ヂ
タ
キ
ヤ
の
墓
地

ヶ
の
獲
掘
主
任
な
る
技
師

一
翼
ン
ガ
レ
リ
i
氏
（
汐

レ
竃
代
コ
σ
q
碧
亀
ご
に
漏
し
て

略
其
の
懇
切
な
る
案
内
の

躍
下
に
自
ら
登
掘
の
古
墳

）
及
び
其
他
の
遺
跡
を
見

テ

ン
、
な
ほ
氏
の
鳴
瀬
な
る

ニ

ス
，
從
心
慰
に
よ
り
十
月
七
臼

偶
よ
り
三
日
間
チ
多
ヅ

　
エ
ク
リ
に
逗
留
［
し
て
氏

　
の
厚
意
に
よ
り
て
、
ク

ー
レ
の
諸
遺
跡
並
に
附
近
の
古
墳
の
圭
な
る
も
の
を
悉
く

實
蒸
す
る
を
得
犯
る
は
、
深
く
同
氏
に
戚
謝
す
る
こ
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
r
第
二
號
　
　
　
八
三
　
戸
二
六
九
）

，



　
　
　
第
二
巻
　
「
叢
　
説
　
　
エ
ト
ル
ス
キ
の
遺
跡
ず
」
其
の
丈
化
，

に
し
て
、
是
れ
實
に
予
が
伊
太
利

滞
在
中
に
於
σ
る
最
も
楡
快
な
る

一
雨
な
り
t
を
言
ふ
に
揮
ら
ざ
る

な
り
。

　
ク
ー
レ
の
奮
市
街
地
に
於
い
て

は
、
前
に
記
せ
る
石
塁
の
追
々
に

残
れ
る
も
の
及
び
門
趾
の
噛
せ
る

を
見
る
の
外
、
其
の
中
央
に
位
す

る
登
掘
の
個
所
を
訪
ひ
π
る
が
、

こ
、
は
ヘ
ラ
の
肉
薄
の
趾
こ
て
、

テ
ラ
コ
ッ
タ
の
破
片
等
の
散
働
す

る
を
認
…
む
、
羅
馬
ラ
テ
！
ラ
ノ
博
物

館
に
此
の
地
の
劇
瘍
趾
よ
り
（
一

八
四
〇
－
四
六
）
登
見
せ
ら
れ
た

る
ア
ウ
グ
ス
ト
ス
、
チ
ベ
リ
ウ
ス

、
オ
ク
タ
ゼ
ァ
、
ク
ラ
ウ
デ
ウ
ス

直門

白
驍
ﾌ
像
及
び
、
エ
ト
ラ
ス
キ
「

第
二
’
號
　
　
　
八
四
（
二
七
〇
）

　
同
盟
市
を
紳
人
化
し
て
示
せ
る
俘

　
彫
あ
り
、
さ
れ
ざ
此
等
は
皆
な
固

　
よ
b
羅
馬
時
代
の
作
品
な
れ
ば
、
・

弟
今
は
詳
く
は
述
べ
す
、
叉
花
墓
地

圃
丘
ざ
市
街
丘
こ
の
間
の
窪
地
に
小

　
高
き
一
地
鮎
あ
り
、
’
グ
ラ
コ
ッ
タ

鮪
の
浪
江
の
破
片
多
叡
郵
号

欄
、
恐
ら
一
は
神
祠
の
一
の
存
せ
し

髄
庭
な
る
恥
し
。

　
　
バ
ン
ダ
タ
キ
ヤ
の
丘
は
實
に
エ

ー
ト
ラ
ス
キ
の
古
墳
を
以
て
被
は
れ

晒
柁
る
大
墓
地
起
し
て
、
其
の
数
幾

鵡
百
千
あ
る
を
知
ら
す
、
此
等
の
古

一
箪
に
は
壁
薔
あ
る
も
の
至
っ
て
孚

　
な
れ
ご
、
建
築
的
島
式
を
示
せ
る

　
も
の
多
く
、
且
つ
封
土
其
他
の
外

　
貌
を
保
存
せ
る
は
、
コ
ル
仔
ト
、



キ
ゥ
ジ
等
の
右
墳
に
於
い
て
見
る
能
は
ざ
る
所
に
し
て
、

恐
く
は
此
等
よ
り
も
更
に
古
き
時
代
に
織
す
可
き
も
の
な

ら
む
、
殊
に
伊
太
利
政
府
の
事
業
こ
し
て
数
年
前
よ
b
着

手
せ
ら
れ
に
る
メ
ソ
ガ
レ
リ
r
氏
の
難
論
は
蓋
し
エ
ト
ル

ス
キ
古
墳
の
科
學
的
登
掘
の
尤
も
大
仕
掛
な
る
も
の
こ
し

て
、
吾
人
は
之
に
よ
り
て
古
墳
の
墓
道
に
沿
ひ
て
配
列
せ

ら
れ
把
る
状
態
、
其
他
に
就
い
て
始
め
て
完
全
な
る
智
識

を
供
給
せ
ら
る
、
も
の
な
る
を
断
言
す
可
く
、
エ
ト
川
ス

キ
交
化
の
新
研
究
の
機
蓮
の
促
進
せ
ら
る
可
き
を
信
じ
て

疑
は
ざ
る
な
り
、
余
は
先
づ
此
の
新
獲
掘
の
古
墳
を
述
べ

て
、
そ
れ
よ
b
他
の
諸
墳
に
言
及
せ
ん
ご
欲
す
。

　
新
講
掘
の
地
謡
は
パ
ン
ヂ
タ
キ
ヤ
の
壷
地
の
東
北
端
に

し
て
、
遠
く
吾
人
は
、
二
個
の
大
圓
錐
形
の
墳
土
の
聾
弄
す

る
を
見
る
領
し
、
登
掘
は
此
の
二
墳
よ
り
始
め
て
其
の
前

を
通
す
る
大
聴
道
（
＜
冨
ω
。
℃
巴
。
邑
。
℃
・
、
δ
冒
巴
①
）
に
沼
ひ

て
西
南
に
進
み
、
其
の
三
三
な
る
数
十
の
墳
墓
に
及
び
、

・
今
は
叉
紀
藩
補
記
二
墳
よ
b
東
北
の
方
面
に
…
進
み
で
窮
鼠
を

　
　
　
第
二
巻
　
　
叢
説
　
　
エ
争
ル
ス
キ
の
潰
｝
跡
ぐ
」
其
の
丈
化

翁
．

緯圖部一の地掘登新（氏，Jソガンメ）

第
二
號

八
五
　
（
二
七
一
）



第
ご
巻
　
　
叢
．
読
　
　
エ
ト
ル
ス
キ
の
遺
跡
笠
共
の
丈
化

開
始
せ
ら
れ
、
十
数
の
人
夫
は
徐

々
こ
し
て
其
の
事
業
に
携
は
り
倦

む
こ
ご
を
知
ら
ざ
る
も
の
、
如
く

陛
登
掘
の
場
所
に
は
柵
を
結
び
て

妄
り
に
入
る
こ
ご
を
禁
じ
た
る
が

其
．
の
傍
に
は
草
花
を
植
ぬ
て
、
此

の
荘
漠
織
る
荒
戸
の
上
に
歎
鮎
の

紅
を
黙
せ
る
は
登
算
者
の
風
流
想
．

ふ
可
き
な
り
。
（
第
二
圖
）

　
第
一
墳
は
華
中
形
の
封
土
を
頂
・

き
内
に
二
毛
室
を
有
し
、
高
熱
に

は
根
生
ね
の
ッ
ー
フ
ホ
石
を
切
り

モ
ー
ル
ヂ
ン
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
囲
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二

て
繰
形
を
緯
ら
せ
り
右
方
・

墳
も
同
じ
く
封
土
を
有
し
全
体
の

・
大
書
遙
に
前
者
に
勝
り
、
基
壇
は

更
に
複
雑
な
る
繰
形
を
示
せ
り
、

聯茄

､
四
墓
室
あ
り
、
第
二
墓
》

第
二
號

八
六
　
　
（
ご
七
二
）

　
以
て
尤
も
復
難
な
る
形
こ
な
す

　
第
四
墓
の
内
部
に
入
れ
ば
、
共

第
の
最
も
奥
な
る
部
室
は
ッ
ー
フ

駐
．
ホ
を
切
り
て
前
後
二
室
を
作
り

　
前
室
に
は
左
右
に
石
、
床
あ
り
、

新
其
の
天
井
は
ヴ
オ
川
ト
を
な
し

雛
中
心
に
一
條
の
縦
木
の
状
を
示

噛
し
、
其
の
構
造
、
家
屋
の
内
部

部
を
示
す
、
蓋
し
チ
エ
ル
ヴ
モ
グ

　
リ
古
墳
中
家
屋
の
構
造
を
現
せ

重
る
も
の
こ
し
て
尤
も
簡
古
な
る

判
も
の
を
云
ふ
可
し
、
而
し
て
第

帥
一
第
二
雨
墳
共
に
其
の
東
南
面

曝
下
道
に
接
し
て
祭
壇
も
し
一
は

　
小
祠
の
如
き
も
の
、
跡
あ
る
は

　
選
挙
遺
族
等
の
随
時
祭
祀
を
行

　
ひ
し
を
示
す
も
の
こ
云
鯨
可
し



叉
此
の
爾
墳
の
中
間
に
も
小
墓
園

あ
り
て
左
右
（
殊
に
第
二
墳
に
接

し
て
多
数
に
）
に
小
球
室
を
作
れ

り
、
第
二
墳
の
南
に
は
第
三
第
四

の
小
聖
相
接
し
、
余
の
訪
問
せ
る

時
は
第
四
墳
の
一
骨
室
を
登
掘
中

よ
h
・
き
0

7　
第
四
墳
に
近
く
大
墓
道
に
面
し

て
一
個
の
墓
誉
め
り
、
之
は
早
く

登
見
せ
ら
れ
し
者
に
し
て
日
。
已
，

σ
9
氏
虫
9
℃
冨
＝
一
即
「
肉
柱
の
墓
」

ε
云
ふ
、
（
U
2
三
㏄
」
・
N
い
い
）
之
は

廣
き
前
室
あ
り
て
其
後
に
小
室
三

を
開
く
、
　
（
中
央
の
は
精
々
大
な

り
）
小
室
に
は
各
三
個
の
屍
床
あ

り
、
前
室
の
周
團
に
は
凡
て
十
床

を
潰
く
、
小
室
の
入
口
に
は
エ
ト

　
　
　
第
二
巻
　
叢
親

エ
ト
ル
ス
キ
の
遺
跡
ピ
其
の
文
化

　
　
川
ス
キ
建
築
一
流
の
π
形
の
造

　
　
出
し
あ
り
、
叉
乱
入
ロ
ご
入
口

第
こ
の
間
に
は
牛
窓
を
開
け
一
、

四
而
か
も
尤
も
面
白
き
は
此
の
前

三
舞
の
中
央
に
は
二
個
の
石
柱
を

新
切
b
出
し
天
井
を
支
へ
π
る
が

融
そ
の
柱
は
＋
二
若
し
慮
＋
一

悪
の
面
を
取
り
、
柱
頭
は
小
亜
ス

　
墳
プ
リ
ヤ
の
ネ
・
ア
ン
ド
リ
ァ
の
神

　
　
祠
に
見
る
如
き
、
一
種
の
イ
オ

　
わ
ニ
や
風
の
も
の
に
し
て
而
か
も

州
梢
々
コ
リ
ン
ト
風
を
帯
び
π
る

転
所
あ
b
叉
た
天
井
は
五
本
の
梗

　
鎭
を
渡
し
其
の
間
に
方
形
に
斜
線

　
　
を
交
互
に
刻
み
、
一
見
竹
の
如

　
　
き
材
料
を
以
て
造
れ
る
も
の
を

　
　
模
せ
る
が
如
き
は
珍
こ
す
可
し

第
二
筑
　
　
八
七
（
二
七
三
）



第
二
谷
　
　
叢
　
説
　
　
、
エ
ト
ル
ス
キ
の
慧
跡
ε
其
の
丈
化

第
二
號
’
　
　
八
八
　
（
二
七
四
）

此
の
外
野
墓
道
に
面
し
て
多
数
の
墓
室
を
開
け
る
が
此
等
　
息
子
の
字
あ
り
・
女
子
の
に
は

は
各
々
多
少
の
構
造
を
異
に
せ
る
も
、
叉
π
大
体
に
於
い
　
あ
る
を
見
る
○

て
趣
を
一
に
し
、
前
後
両
室
を

有
す
る
も
の
こ
否
ら
ざ
る
も
の

こ
あ
り
、
何
れ
も
三
四
の
石
床

を
蔵
し
出
し
た
り
、
而
も
此
等

の
二
二
の
入
ロ
に
近
く
小
石
毫

（
剛
。
厭
3
0
ゼ
℃
圃
　
○
『
い
器
震
9
μ
o

あ
り
、
そ
の
上
に
自
大
理
石
の

棒
も
し
く
は
小
家
屋
形
の
も
の

を
概
く
、
之
を
チ
ッ
ボ
（
Ω
一
そ
。
）

ご
云
ふ
、
之
は
墓
室
内
に
煙
葬

せ
ら
れ
し
人
々
の
碑
に
し
て
、

棒
形
の
も
の
は
男
子
を
現
し
、

家
屋
形
の
も
の
は
女
子
を
現
せ

（
誓
。
ε
即
ち
息
女
の
語

ぐ‘沖・・f帥恥

　　4‘く“5Ω塩

く1樋～醐1軸鵡

籠
　

Ci　truppv　？e

亀Z oPこihsevCtこ

‘亀

?Ｕh　しδ～†▼ohC

・？：30s十磐牧。一

陣
幽
・

　
此
の
大
菓
溢
を
更
に
慣
す
れ
ば

石
材
を
切
り
取
り
た
る
窪
地
あ
り

此
の
附
近
に
三
四
の
大
な
る
墓
室

の
地
下
に
開
か
れ
だ
る
を
見
る
、

此
等
は
何
れ
も
デ
ン
ニ
ス
氏
の
著

書
等
に
既
に
見
π
る
も
の
な
れ
ば

輩
簡
に
之
を
記
す
可
し
、
先
づ
○

δ
窪
僧
ユ
焦
円
臨
。
忌
出
。
に
は
赤
線
難
．

の
彩
色
あ
る
外
電
の
圖
、
及
び
野

猪
等
の
俘
彫
あ
り
、
さ
れ
ざ
共
の

壁
薔
ば
滑
磨
し
て
明
に
認
む
る
に

難
し
（
U
窪
p
嚇
。
。
」
面
ミ
）
次
に
○
δ
叶
、

㌶
α
巴
し
∩
8
0
㌶
σ
q
一
に
は
三
個
の

る
は
、
其
の
上
に
刻
し
π
る
人
名
に
よ
り
て
之
を
知
る
こ
　
大
理
石
の
石
棺
を
湿
す
、
う
ち
二
個
は
棺
上
に
横
れ
る
男

ざ
を
得
可
く
、
男
子
の
名
の
終
に
は
。
回
9
昌
6
一
ρ
画
一
即
ち
　
子
の
像
あ
り
、
一
腰
は
家
屋
の
朕
を
な
す
、
（
此
夢
女
子
）



楽
照
返
照
轟
魏
騒
難
論
晦
甥
翫

北
に
有
名
な
る
Ω
「
o
ユ
甲
．

傷
。
日
母
ρ
三
コ
麟
あ
勺
、

地
下
に
入
り
て
一
室
よ

b
右
方
弔
折
れ
て
一
墓

室
あ
り
、
中
央
に
二
柱

あ
り
て
周
園
に
十
三
の

寵
（
各
号
床
）
を
開
き
、

慧鑛講

体
を
嵩
く
冷
め
に
設
け

ら
る
、
而
し
て
寵
の
上

下
の
長
押
壁
、
柱
等
到
一

庭
に
閣
下
は
朱
に
て
皆

な
タ
川
キ
ヌ
ス
の
族
の

名
を
記
す
、
看
れ
此
の
常
盤
の
起
る
所
以
に
し
て
此
の
族

が
ケ
ー
レ
の
長
者
こ
し
て
存
せ
し
こ
ご
は
之
に
よ
り
て
も

　
　
　
第
二
巻
　
　
叢
設
　
　
エ
ト
ル
ス
キ
の
遺
跡
．
」
其
の
文
化

其
の
下
の
床
上
変
屍
羅
誕

知
る
曳
き
な
り
、
但
し
此
の
記
銘
は
エ
ト
ラ
ス
キ
字
あ
り

拉
丁
字
あ
り
、
後
者
は
羅
馬
の
勢
吻
の
此
の
地
に
及
び
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
に
葬
ら
れ
し
も
の
に

　　

@　

@　

@　

@
墾
第
辱
、
な
ス
、
回
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
．
．
臨
此
の
菓
の
傍
に
同
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
地
下
に
岩
石
を
切
り

　　

@　
@　
@　
@　
ｿ
謬
擁
鴇
貌
鞘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
一
三
〉
一
。
ゴ
一
三
二
衆
一
）
窪
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
u
O
目
O
げ
9
α
O
｝
一
｝
房
○
く
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
ガ
あ
り
、
・
其
の
名
の
如
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
頗
る
善
く
建
築
の
状
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵡
を
示
し
、
堂
宇
の
如
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
面
に
二
個
の
方
石
柱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
設
く
、
チ
エ
ル
ヴ
エ

テ
リ
ー
に
於
い
て
建
築
的
構
造
を
尤
も
よ
く
現
せ
る
墳
墓

の
一
に
し
て
、
壁
薔
の
鐵
に
於
い
て
は
チ
エ
〃
ヴ
エ
ト
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
八
九
　
（
二
七
五
）



第
ご
巻
　
　
叢
　
説
　
　
工
ト
ル
ス
キ
の
遺
跡
ビ
共
の
交
化

1
は
コ
川
子
ト
に
劣
る
こ
ご
遽
し
ご
難
も
．
。
此
の
建
築
を

示
せ
る
墳
墓
に
於
い
て
は
エ
ト
川
ス
キ
遺
跡
中
卒
地
に
若

く
も
の
あ
る
を
算
す
、
次
に
余
輩
は
去
っ
て
再
び
第
一
墓

の
庭
に
臨
り
來
り
て
、

其
の
傍
に
近
く
存
在
す

る
有
名
な
る
Ω
δ
叶
冨

α
o
一
H
豊
鴇
9
、
騨
。
く
岡
に
つ

き
て
述
べ
ん
。

　
此
の
墓
の
入
ロ
に
は

二
個
の
石
詰
焔
撫
秋
あ

り
、
石
階
を
下
り
て
深

く
地
中
に
入
れ
ば
高
な

る
室
あ
り
、
青
墨
五
尺

幅
廿
一
尺
、
高
七
尺
、

第
二
號

↓ル

宦
@
（
二
七
⊥
ハ
）

そ
の
床
凡
て
光
二
を
数
ふ
、
此
の
禽
ご
壇
ご
を
併
存
す
る

は
タ
ル
キ
ヌ
ス
の
墓
ご
其
の
作
法
を
同
じ
く
す
、
而
し
て

’
彼
に
あ
り
・
て
は
到
庭
交
字
を
記
し
た
る
に
反
し
て
、
之
は

　
縄

桑
川
ク
イ
，
ヌ
ス
の
墓
よ
り
少
し
く
小
雨
、
中
央
に
二
方
柱

を
切
出
し
、
周
園
の
壁
に
寵
を
設
け
、
各
寵
に
床
め
り
、

石
枕
を
瞬
く
、
叉
麓
の
下
の
石
壇
に
も
屍
体
を
置
く
可
く

翻
転
臨

　
柱
、
長
押
等
に
彩
色
し

梯
だ
る
俘
彫
を
以
て
埋
め

圖
煎
ハ
の
奇
巧
工
・
亥
キ

ド
の
墳
墓
中
随
一
に
歎
ふ

切
可
し
、
共
の
浮
彫
に
せ

甑
ら
れ
砦
も
の
は
楯
劔

動
甲
冑
等
の
武
器
よ
り
斧

絢
庖
丁
界
層
紐
共
の
他
各

瓢
種
の
什
具
等
を
綱
回
し

虞
、
其
の
他
犬
鳥
等
の
動

　
物
、
紳
話
中
の
人
物
等

に
及
び
、
其
の
手
法
頗
る
寓
生
的
に
し
て
善
く
眞
を
回
せ

り
、
叉
中
央
の
二
大
柱
其
他
の
柱
は
イ
オ
ニ
や
風
の
柱
頭

を
有
す
る
こ
ご
、
前
記
の
「
惚
惚
の
墓
」
に
似
π
り
、
エ
ト



川
ス
キ
が
寧
ろ
武
人
的
の
民
族

に
あ
ら
す
し
て
総
和
的
家
庭
的

の
享
樂
を
喜
び
、
其
の
日
常
生

活
の
向
上
に
意
を
用
み
し
こ
ご

は
、
彼
等
の
實
際
に
製
し
党
る

器
物
壁
書
等
に
よ
り
て
も
知
ら

る
、
慮
な
る
が
此
の
俘
彫
は
更

に
此
等
を
裏
書
し
て
鯨
あ
り
．

彼
等
の
丈
化
風
俗
の
研
究
に
向

っ
て
此
の
墳
墓
の
重
要
な
る
意

義
を
有
す
る
を
見
る
可
き
な
り

此
の
墓
は
千
入
百
五
十
年
ヵ
ム

パ
ナ
侯
の
登
見
す
る
こ
こ
ろ
に

し
て
、
莫
の
遺
存
す
る
∩
一
毛
。

の
丈
字
に
よ
れ
ば
、
恐
ら
ζ
は

寓
m
’
套
一
朝
家
の
人
を
葬
り
し
も

の
な
ら
む
。
　
　
　
　
　
－

轡

　
鵬
四

第
二
巻
　
　
叢
観
　
　
工
卜
μ
ス
キ
の
遺
跡
ご
共
の
丈
化

　
　
Ω
3
陸
富
α
o
已
α
Q
Q
①
臼
¢
Φ
m
o
費
一
｛

　
　
即
ち
椅
子
及
楯
の
墓
」
は
前
記

　
　
俘
彫
の
墓
の
東
南
に
あ
め
、
千

　
悌
．
八
百
三
十
四
年
の
磯
見
に
係
る

　
圖
外
部
に
は
舞
錐
の
封
土
を
有
す

　
　
内
に
は
聯
結
せ
ら
れ
殴
る
五
室

浮
あ
り
二
個
の
椅
子
を
造
出
已
、

嚇
萎
多
あ
圓
形
の
楯
の
蜘
き

　
墓
も
の
を
刻
出
せ
り
、
此
の
墓
室

　
　
の
外
野
年
別
に
一
菓
室
を
封
土

　
）
の
他
の
部
分
に
於
い
て
登
見
す

　
げ
之
を
門
。
巳
5
島
冒
。
。
風
（
獅
子

　
け
び
墓
）
ご
云
ふ
、
此
の
莫
㎝
は
一
二

　
鵡
室
あ
り
、
中
央
の
大
室
の
入
口

　
（

　
　
に
近
き
天
井
は
石
を
切
り
て
屍

　
　
形
の
垂
木
の
形
状
を
示
し
頗
る

　
　
面
臼
く
、
右
方
の
室
に
は
剥
落

第
二
號
　
　
九
一
　
（
二
七
七
）



　
　
　
第
二
巻
　
　
叢
　
説
　
　
エ
ト
ル
ス
キ
の
遺
跡
、
」
其
の
丈
化

せ
る
獅
「
十
の
壁
事
画
の
僅
に
残
れ
る
を
見
る
、
叉
把
第
一
墳

の
東
北
大
墓
道
の
右
手
に
一
子
め
り
目
〔
ヨ
冨
伍
似
6
9
。
デ

器
窪
○
蔚
。
（
ド
ツ
や
式
柱
の
墓
）
こ
い
ふ
崩
正
せ
る
当
室
に

二
個
・
の
短
き
ド
リ
ヤ
式

石
柱
の
立
て
る
を
見
る

　
以
上
は
バ
ン
ヂ
タ
キ

や
丘
上
の
墓
地
に
於
け

る
無
数
の
墳
墓
中
其
の

尤
も
注
意
す
可
き
も
の

、
一
斑
な
る
が
、
チ
エ

ル
ヴ
エ
テ
リ
の
村
落
の

東
南
楠
町
の
高
地
に
も

亦
把
古
墳
の
存
・
在
す
る

も
の
少
か
ら
ず
、
就
中

難
灘
　

目
。
日
誓
多
£
碁
昌
Ω
巴
ω
ω
p
曲
（
レ
グ
リ
ニ
、
ガ
ラ
ヅ
シ
の
墓

）
は
、
今
日
其
の
見
捨
て
ら
れ
π
る
心
室
の
外
見
る
に
値

す
る
も
の
な
き
も
、
此
の
内
よ
り
登
見
せ
ら
れ
た
る
幾
多

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
九
二
　
（
二
七
八
）

の
遺
物
は
、
離
齢
瓢
．
エ
ト
亥
キ
の
尤
も
古
き

時
代
の
も
の
こ
し
て
、
東
方
埃
及
フ
エ
ニ
キ
や
小
細
亜
等

の
文
化
の
影
響
を
語
る
も
の
に
し
て
、
か
の
勺
魁
Φ
。
・
π
宣
①
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
の
も
の
こ
共
に
、
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
篇
悌
代
史
研
究
者
に
ご
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
κ
圏
偉
大
な
る
紅
念
物
π
る

細
　
　
　
　
瓢
献
羅
犠
舘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛
摸
｝
二
十
⊥
百
年
四
H
μ
レ
グ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
’
r
「
掘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
俗
疋
及
ガ
ラ
ッ
シ
將

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
艦
噸
長
き
直
方
形
に
し
て
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
央
左
右
に
圓
形
の
小
室

を
附
す
．
糀
鑑
附
構
造
は
他
の
ッ
ー
・
ホ
の
岩
石
を
切
り

抜
き
て
造
れ
る
に
反
し
て
、
之
は
書
算
な
る
直
方
体
の
石

材
を
積
み
上
げ
下
る
も
の
に
し
て
、
天
弁
は
左
右
の
石
壁



を
漸
次
積
み
細
め
て
、
所
謂
コ
川
べ
一
川
を
な
す
こ
ε
希

臓
チ
リ
ン
ト
の
倉
庫
に
於
け
る
が
如
く
、
此
の
構
造
は
已

に
此
の
墳
墓
の
時
代
の
頗
る
古
き
も
の
な
る
を
示
し
て
除

あ
り
、
前
室
よ
り
は
青
銅
棺
藁
、
同
四
輪
小
車
、
四
十
個

の
小
土
像
欝
留
窒
忽
綿
斗
、
青
銅
楯
、
槍
、
青
銅
香
釜

鐵
三
脚
其
他
の
器
物
出
で
、
此
の
部
分
に
は
武
人
の
男
子

を
葬
b
し
こ
ご
を
讃
せ
る
が
、
後
室
に
は
側
壁
に
青
銅
の

容
器
を
懸
σ
、
又
π
青
銅
査
釜
を
置
き
、
其
の
奥
壁
に
近

く
黄
金
製
の
胸
飾
、
腕
飾
、
頭
飾
等
め
り
て
其
の
豊
富
肚

麗
な
る
、
い
か
な
お
大
憲
金
薦
店
ざ
錐
も
此
に
択
一
物
品

を
藏
す
る
こ
ご
能
は
ざ
る
亡
し
ご
言
は
る
＼
計
な
り
、
叉

た
銀
の
容
器
等
も
登
見
せ
ら
る
、
こ
の
部
分
に
葬
ら
れ
だ

る
は
蓋
し
嫁
貴
の
女
子
な
る
可
き
は
此
等
の
遣
物
に
徴
し

て
朋
な
る
肝
な
る
が
、
銀
器
に
費
せ
る
記
銘
に
ピ
母
昏
㌶

或
は
暴
ピ
母
け
三
9
ご
エ
ト
ル
ス
キ
の
女
子
の
固
有
名
詞
の
、

存
す
る
を
以
て
も
之
を
察
す
る
こ
ご
を
得
、
而
し
て
此
等

黄
金
製
の
装
飾
品
等
に
現
せ
る
模
様
は
今
ま
一
々
之
を
述

　
　
　
第
二
巻
　
　
叢
　
…
説
　
　
エ
ト
ル
ス
キ
の
澱
跡
ご
其
の
丈
化

ぶ
る
の
暇
な
き
も
、
軌
れ
も
埃
及
西
亜
も
し
く
は
フ
エ
ニ

キ
ャ
的
の
動
物
入
物
等
を
示
し
、
此
等
諸
地
方
の
鉱
化
の

影
響
歴
々
こ
し
て
疑
ふ
可
か
ら
ざ
る
も
の
あ
る
を
見
る
。

（
∩
雪
囲
コ
鋭
∩
o
お
〉
旨
δ
p
甲
O
ユ
農
”
窓
。
導
諺
。
葺
象
∩
o
器

9
鼠
o
p
等
）

　
チ
エ
ル
ヅ
エ
タ
フ
螢
掘
の
主
任
メ
ン
ガ
レ
リ
ー
氏
は
此

等
砲
塁
を
一
々
案
内
し
て
余
に
示
せ
る
の
み
な
ら
す
、
余

輩
が
遠
く
日
本
よ
り
凍
り
て
エ
ト
ル
ス
キ
の
古
墓
を
見
ん

こ
せ
る
を
喜
び
て
、
特
に
A
が
の
爲
め
に
此
の
レ
グ
リ
ニ
、
．

ガ
ラ
ヅ
シ
の
墓
の
附
近
に
存
在
す
る
エ
ト
川
ス
キ
の
尤
も

古
き
時
代
の
墓
を
揮
み
て
、
之
が
蚕
掘
を
な
さ
し
め
、
余

の
昌
前
に
於
い
て
其
の
口
を
開
か
し
む
可
ぐ
用
意
せ
ら
れ

だ
る
は
、
斯
學
に
携
る
も
の
に
封
ず
る
好
意
之
に
若
く
は

無
く
、
余
の
喜
び
何
を
以
て
警
ふ
畏
き
、
此
の
墓
は
地
下

淺
く
一
二
尺
の
所
に
在
り
て
石
臼
の
如
き
外
器
（
ク
ス
ト

ー
ヂ
）
の
内
部
に
蓋
を
有
す
る
骨
壷
あ
り
、
石
臼
の
差
縄

は
小
石
塊
を
以
て
包
む
、
骨
壼
の
内
部
よ
り
は
骨
片
ご
共

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
九
三
　
（
二
七
九
）



　
　
第
二
巻
　
官
設
　
エ
ト
ル
ス
キ
の
澱
跡
．
・
眞
の
丈
化

に
鐵
の
小
刀
（
長
四
寸
）
出
で
セ
る
の
み
な
り
き
、
罵
れ
所

謂
日
・
乏
・
黛
・
℃
。
§
ご
禧
す
る
種
類
の
墓
な
り
、
又
だ

此
に
接
し
て
存
在
せ
る
長
方
形
の
小
石
塊
を
以
て
詰
め
た
，

る
墓
所
謂
↓
。
喜
：
∂
峯
二
三
を
磯
訂
せ
し
も
青
銅
の

小
き
留
針
（
｛
・
野
ε
一
二
を
獲
に
る
の
み
に
し
て
、
之
が

登
掘
に
善
事
せ
る
人
夫
は
笑
っ
て
「
此
の
墓
の
主
は
己
等

よ
り
も
な
ほ
貧
者
な
b
き
」
ご
言
へ
る
は
｝
同
の
映
笑
を

禁
ず
る
能
は
ざ
る
新
な
り
き
、
さ
れ
ざ
余
は
之
に
よ
り
て

エ
ト
ル
ス
キ
の
》
苫
7
巴
。
時
代
の
墳
墓
の
構
造
を
朋
に
す

る
を
得
儲
る
を
メ
氏
に
深
一
義
謝
せ
ざ
る
を
得
す
。

　
ケ
ー
レ
の
市
街
の
壷
地
の
東
句
○
綾
。
（
豊
野
く
霧
9
ζ

の
漢
を
隔
て
、
鼠
〇
三
〇
諺
ご
ρ
δ
・
δ
の
産
地
あ
り
、
之
れ
彼

の
ヅ
イ
ル
ギ
ジ
ウ
ス
の
詩
中
に
見
ね
下
る
「
ω
穿
磐
。
の
聖

林
」
な
り
ご
傳
ふ
、
今
は
林
も
無
き
茄
原
な
れ
ざ
、
此
庭

に
も
随
庫
に
エ
ト
ル
ス
キ
の
右
暗
め
り
、
さ
れ
ざ
其
の
数

は
．
ハ
ソ
チ
タ
キ
ヤ
の
丘
の
如
く
多
か
ら
す
、
メ
氏
は
余
を

導
き
て
此
の
ア
バ
L
・
！
子
の
丘
の
古
き
エ
ト
戸
ス
キ
の
古

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
九
四
　
（
二
八
○
）

道
に
小
馬
車
を
駆
り
て
、
先
づ
其
南
端
に
近
き
9
2
冨

9
諺
℃
磐
曽
こ
て
地
f
の
ッ
ー
フ
ホ
を
切
っ
て
開
き
π
る
墓

を
見
る
、
天
井
は
扇
垂
木
の
様
を
な
し
．
入
塾
に
近
き
左
右

に
石
の
高
き
車
の
・
轟
き
も
の
あ
る
は
奇
な
り
、
次
に
更
に

東
北
に
進
み
で
荊
辣
の
茂
h
・
撮
る
・
丘
上
に
存
す
る
Ω
δ
二
震

ユ
亀
ρ
　
○
∩
o
夢
こ
て
、
石
椅
子
を
造
出
’
し
π
る
墓
を
見
醒

の
隣
れ
る
9
。
琴
日
。
重
∴
訊
藁
獄
ル
を
見
る
、
此

の
墓
は
地
下
に
二
層
に
室
を
開
き
、
下
暦
に
は
数
．
室
あ
り

凡
て
五
十
四
の
屍
床
あ
り
、
其
の
属
官
な
る
構
造
軍
に
見

る
所
な
り
、
然
れ
ざ
も
不
掌
に
し
て
寮
内
黄
水
深
く
し
て

遙
み
入
る
を
得
ざ
り
し
は
遺
憾
な
b
き
Q

　
　
　
　
罵
、
　
文
　
　
化

　
場
上
余
輩
は
エ
ト
ル
ス
キ
の
遣
蹟
に
つ
き
て
、
其
の
見

る
所
の
大
要
を
述
べ
拠
る
が
、
破
れ
を
概
言
す
れ
ば
市
街

は
丘
陵
こ
し
て
は
低
き
山
地
に
設
計
せ
ら
れ
海
岸
に
接
近

す
る
こ
ご
無
く
寧
ろ
共
の
港
は
市
街
よ
り
若
干
の
距
離
に

あ
り
、
市
街
の
プ
ラ
ン
は
其
の
寒
土
の
地
形
に
よ
り
て
必



し
も
一
定
せ
す
、
周
園
に
築
石
の
塁
壁
を
緯
ら
し
門
を
開

く
、
凡
そ
此
等
の
諸
黙
は
エ
ト
ル
ス
キ
以
外
の
伊
太
利
に

於
け
る
古
代
人
民
に
於
い
て
も
同
様
に
し
て
羅
馬
の
如
き

も
亦
花
然
り
、
而
し
て
市
街
の
中
に
建
設
せ
ら
れ
π
る
寺

院
は
共
の
建
築
材
料
の
主
こ
し
て
木
材
な
り
し
ご
、
プ
ラ

コ
ッ
タ
を
以
て
装
飾
せ
る
ご
に
よ
り
、
多
く
の
遺
跡
を
止

め
ざ
れ
ご
、
ヅ
イ
ト
ル
ヅ
イ
ゥ
ス
其
他
に
よ
り
、
大
体
に

於
て
希
臓
建
築
に
似
凝
る
構
造
に
し
て
、
多
少
其
の
手
法

精
憩
を
異
に
す
る
も
の
あ
り
し
が
如
し
、
叉
た
住
宅
の
建

築
は
共
の
遺
跡
無
し
ご
錐
も
、
墳
墓
の
墳
室
の
構
造
に
よ

り
て
之
を
察
す
る
に
、
材
料
は
木
を
主
こ
し
天
井
等
の
装

飾
も
頗
る
意
を
用
ゐ
、
疲
床
其
他
の
家
具
の
奮
修
な
，
9
し

こ
ご
は
、
遣
物
に
よ
り
て
知
る
に
難
か
ら
す
、
早
耳
の
配

列
も
亦
た
墓
、
地
の
墓
道
等
に
よ
り
て
推
察
す
る
を
得
べ
し

蓋
し
エ
ト
ル
ス
キ
も
伊
太
利
に
移
住
せ
し
莫
始
め
は
、
武

力
を
以
て
勝
れ
る
人
民
な
り
し
も
、
後
途
に
莫
の
富
盛
に

極
む
る
に
つ
れ
て
、
全
く
享
樂
主
義
の
里
民
ご
化
し
去
り

　
　
　
第
二
墜
　
　
叢
　
…
説
　
　
工
ト
ル
ス
キ
の
逡
跡
遭
其
の
丈
化

生
活
を
安
逸
に
し
て
侠
樂
を
趨
む
る
の
傾
向
に
隔
れ
る
よ

り
、
彼
等
は
文
化
に
於
い
て
は
寧
ろ
劣
れ
る
も
、
訟
試
力
に

勝
れ
る
羅
馬
人
の
臨
め
に
遽
に
征
服
せ
ら
る
〉
に
至
れ
異

る
は
怖
し
む
に
足
ら
ざ
る
な
り
O

　
エ
ト
川
ス
キ
の
墳
墓
は
之
を
三
親
こ
な
す
を
得
べ
し
、

即
ち
日
Ω
呂
p
ρ
｝
）
。
爵
Q
（
竪
穴
式
墓
）
日
。
ヨ
ぎ
9
∂
銑
。
（

溝
解
式
墓
浮
び
日
8
・
∫
黛
・
§
ξ
・
（
石
室
式
墓
）
に
し

て
前
の
二
者
は
古
し
て
後
者
は
新
し
、
火
葬
は
古
く
し
て

後
ち
土
葬
ご
選
び
行
は
る
、
も
土
葬
多
く
な
る
、
思
ふ
に

右
き
簡
軍
な
る
墓
は
エ
ト
ル
ス
キ
が
伊
太
利
に
移
佳
せ
る

以
前
よ
り
の
土
民
の
風
に
し
て
」
之
が
エ
ト
μ
ス
キ
に
征

服
嗣
化
さ
れ
て
後
も
其
の
風
を
傳
へ
た
る
も
の
な
る
早
く

嚴
霧
に
云
は
V
の
第
三
の
梛
室
を
地
下
に
有
し
、
圓
錐
彫

の
封
土
を
有
す
る
墳
墓
こ
そ
彼
等
の
固
有
の
も
の
な
る
可

く
、
之
ご
同
性
質
の
墳
墓
の
今
日
小
男
ジ
ヂ
ヤ
、
プ
リ
ヂ
や

地
方
に
残
れ
り
以
て
彼
等
の
起
源
を
此
方
面
に
露
す
る
説

の
一
下
．
こ
せ
ら
る
、
要
す
る
に
此
の
墳
墓
の
梅
造
は
彼
等

第
二
號

九
五
（
ご
八
一
）



第
二
巻
　
　
叢
　
訟
　
　
エ
ト
ル
ス
キ
の
遺
跡
ご
無
の
文
化

の
住
宅
を
研
究
し
、
其
の
壁
薔
は
彼
等
の
生
活
を
想
像
し

其
の
副
葬
の
還
物
は
彼
等
の
文
化
を
窺
ふ
可
き
最
も
主
要

な
る
材
料
に
し
て
　
、
・
芸
〇
三
き
子
鼠
§
讐
｝
器
忌
篤
？

覧
。
ヨ
ニ
い
二
）
o
。
。
○
諮
σ
q
T
膏
ぎ
冨
④
9
三
9
お
ψ
、
、
ご
は
エ
ト
〃

ス
キ
に
於
い
て
特
に
適
切
な
る
語
な
る
を
解
す
る
な
り
。

　
さ
れ
ざ
エ
ト
〃
ス
ヰ
文
化
を
研
究
す
る
も
の
に
睡
り
て

困
難
な
る
こ
ご
は
所
謂
エ
ト
ル
ス
キ
の
古
物
ご
署
す
る
も

の
、
う
ち
幾
何
が
眞
に
彼
等
の
造
る
所
に
し
て
、
…
幾
何
が

他
國
民
よ
り
楡
入
し
罵
る
も
の
な
る
か
、
叉
た
之
を
模
倣

せ
る
も
の
な
る
か
ご
云
ふ
悶
題
な
り
、
彼
等
は
元
來
通
商

的
民
族
に
し
て
、
其
の
豊
里
は
貿
易
に
よ
り
て
得
ら
れ
る

も
の
な
り
き
、
彼
等
の
國
土
は
農
業
に
適
し
森
林
を
有
す

る
の
み
な
ら
す
、
北
欧
よ
り
の
貨
物
は
エ
ト
川
ズ
キ
の
市

瘍
に
罷
り
て
、
希
薄
フ
エ
ニ
キ
ヤ
の
難
民
の
之
を
媒
介
せ

る
こ
ご
は
エ
ト
〆
ス
キ
の
単
な
る
職
業
な
り
し
が
如
し
、

斯
の
如
（
に
し
て
、
希
臓
フ
∫
ニ
キ
ャ
の
商
入
の
手
を
経

て
、
東
方
及
年
並
の
丈
物
美
術
は
酒
々
こ
し
て
エ
ト
川
ヅ

第
二
號

九
六
　
　
（
二
八
二
）

や
に
入
り
來
れ
り
、
例
へ
ば
希
臓
の
土
器
は
コ
ヲ
ン
ト
式

の
も
の
及
び
其
の
以
前
よ
り
蔵
入
せ
ら
れ
、
所
謂
峯
鴨
門
手

Ω
三
く
塁
。
ご
羅
し
そ
の
古
墳
よ
り
綾
見
せ
ら
る
、
篭
絡

劣
等
の
土
器
は
エ
ト
川
ス
キ
自
身
の
拙
劣
な
る
模
倣
の
外

は
皆
な
希
臓
ア
チ
ヵ
地
方
よ
り
理
れ
る
も
の
に
過
ぎ
す
、

叉
た
く
巳
鉱
よ
り
龍
骨
の
駝
鳥
の
罪
、
副
、
p
［
3
仔
馬
登
見

の
フ
エ
一
一
キ
ャ
文
字
め
る
器
物
コ
改
暦
ト
螢
見
の
埃
及
の

廻
漕
の
土
器
及
ス
カ
ラ
グ
の
如
き
は
、
直
接
に
此
等
諸
國

よ
り
廃
絶
せ
ら
れ
π
る
も
の
な
る
こ
ご
を
示
し
、
其
他
チ

エ
川
ヴ
エ
ト
ジ
な
る
ン
グ
ソ
、
二
、
ガ
ラ
ッ
シ
の
墓
よ
り
出

た
る
埃
及
若
く
は
西
軽
風
の
意
匠
め
る
物
品
等
は
、
東
方

諸
國
に
於
い
て
作
ら
れ
し
も
の
に
葬
す
ご
す
る
も
、
其
の

技
術
の
影
響
に
依
れ
る
｝
ざ
は
疑
ふ
引
か
ら
す
、
其
他
希

騰
の
文
字
、
縮
諜
、
声
望
等
の
影
響
の
エ
ド
川
ス
キ
の
遣

物
に
存
立
す
る
こ
ご
は
今
更
事
新
し
一
半
ぶ
る
迄
も
な
し

更
に
彼
等
は
恐
ら
く
は
闘
接
に
極
東
地
方
こ
も
通
商
的
閣

憾
あ
り
し
こ
ご
は
く
二
一
皇
に
て
登
見
せ
ら
れ
し
一
個
の
貝



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

殻
は
、
印
度
洋
殊
に
主
こ
し
て
我
が
日
本
の
近
海
に
の
み
　
あ
ら
ん
、
而
か
も
エ
ト
ル
リ
ャ
に
て
作
れ
し
一
切
の
美
術

産
す
る
も
の
な
る
こ
ご
を
學
者
の
研
究
に
よ
り
て
知
ら
れ
　
、
こ
鋼
玉
が
丁
銀
の
移
民
に
よ
り
て
な
さ
れ
賜
る
に
非
ざ
れ

至
り
こ
い
ふ
、
　
（
O
o
μ
三
。
。
》
H
」
凪
　
H
、
o
δ
訟
）
余
は
未
だ
其
　
ば
、
エ
ト
ル
ス
キ
が
其
の
原
本
を
希
臓
等
の
國
民
よ
り
獲

の
書
を
見
る
能
は
ざ
れ
ご
猫
脚
某
氏
は
、
ビ
ア
ツ
エ
ソ
ツ
　
て
、
而
か
も
自
か
ら
模
倣
し
た
る
や
明
か
に
し
て
、
彼
等

ア
よ
り
登
見
せ
る
エ
ト
ル
ス
キ
の
銅
器
に
支
那
の
八
卦
の
　
が
少
く
こ
も
之
を
模
倣
し
て
、
或
者
は
原
本
こ
の
早
馬
を

圖
め
り
こ
云
へ
る
が
如
き
、
兎
に
角
彼
等
の
通
商
的
文
化
　
困
難
な
ら
し
む
る
税
度
に
造
詣
せ
る
畜
の
め
る
を
否
定
す

的
關
係
の
頗
る
贋
大
な
る
を
告
ぐ
る
も
の
に
外
な
ら
す
。
　
可
か
ら
す
、
例
へ
ば
一
七
三
八
年
男
巴
。
ω
叶
廻
章
螢
見
の
有

　
斯
の
如
き
外
國
關
係
を
有
し
た
る
エ
ト
ル
ス
キ
の
遺
物
　
名
な
る
Ω
の
汀
悔
8
昌
鼠
舞
は
、
其
の
銅
筒
の
表
面
な
る

に
向
っ
て
、
懸
者
或
は
彼
等
を
以
て
全
く
美
術
的
創
見
な
　
優
秀
な
る
毛
彫
を
以
て
、
優
秀
な
る
が
故
に
重
々
人
の
手

き
贈
号
な
り
．
こ
し
、
其
の
製
作
せ
る
邊
物
の
優
秀
な
る
も
　
に
聾
し
其
の
脚
部
及
捉
手
の
類
の
租
々
拙
劣
な
る
故
を
以

の
は
悉
く
之
を
以
て
他
國
の
所
産
の
模
倣
な
り
ご
す
る
も
　
て
エ
ト
ル
ス
キ
の
畑
加
な
ケ
こ
す
る
が
如
き
意
見
の
學
界

の
少
な
か
ら
ず
、
殊
に
エ
ト
川
ス
キ
の
起
源
が
寧
ろ
東
洋
　
に
承
認
せ
ら
る
、
が
如
き
は
、
余
輩
に
し
て
何
故
に
其
毛

に
あ
る
こ
ご
は
、
人
種
的
僻
見
を
有
す
る
欧
洲
畢
者
を
し
　
彫
を
も
エ
ト
川
ス
キ
の
巧
妙
な
る
模
倣
こ
し
て
承
認
ず
る

て
、
彼
等
が
軍
に
模
倣
的
部
民
に
し
て
敢
て
文
化
上
濁
特
　
を
躊
躇
す
る
に
不
可
思
議
を
威
せ
し
む
、
況
ん
や
希
臓
本

の
造
詣
な
く
、
圭
こ
し
て
判
事
的
文
化
を
反
映
に
過
ぎ
す
　
土
に
斯
の
如
き
精
品
の
未
だ
獲
見
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
あ
る

な
ご
す
も
の
多
か
ら
し
む
、
實
に
や
誰
人
か
エ
ト
ラ
ス
キ
　
に
於
て
を
や
。

丈
化
に
於
け
る
希
臓
交
化
の
影
響
の
大
な
る
を
疑
メ
も
の
、
　
兎
に
角
エ
ト
川
ス
キ
は
青
鋼
の
製
品
に
長
じ
π
b
し
こ

　
　
　
第
二
巻
　
　
叢
　
纂
　
　
エ
ト
ル
ス
キ
の
逡
跡
ご
其
の
丈
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
九
七
　
（
二
八
三
）



第
二
巻
　
　
叢
　
…
説
　
　
エ
ト
ル
ス
キ
の
滋
跡
、
・
」
其
の
丈
化

ご
は
希
臓
入
の
古
く
之
を
記
せ
る
こ
こ
ろ
に
し
て
、
其
の

O
騨
え
。
鑓
σ
籟
（
燭
壷
）
し
。
罵
2
夢
（
鏡
）
其
他
の
容
器
等
は
、

ム
，
日
駿
識
せ
ら
れ
だ
る
も
の
其
の
数
莫
大
に
し
て
、
此
等

は
圭
こ
し
て
エ
ト
川
ス
キ
の
手
に
よ
り
て
作
ら
れ
し
や
疑

ふ
可
か
ら
す
、
欧
洲
の
學
者
或
は
エ
ト
ル
ス
キ
の
美
術
的

意
想
の
敏
け
る
を
極
言
す
る
も
、
之
れ
正
鵠
を
得
犯
る
言

に
あ
ら
す
、
吾
入
は
彼
等
の
製
作
せ
る
燭
毫
其
他
に
、
希

騰
等
に
於
い
て
見
る
を
得
ざ
る
難
関
き
意
匠
の
存
立
す
る

を
認
む
る
な
り
、
絡
書
彫
刻
に
於
い
て
も
コ
ル
予
ト
、
共

他
の
も
の
に
は
決
し
て
拙
劣
の
作
な
ら
ざ
る
も
の
少
な
か

ら
ず
、
　
（
コ
ル
子
ト
等
よ
り
彼
等
の
義
爾
を
意
見
し
、
其

の
金
冠
金
橋
等
の
技
術
を
有
し
、
馬
薗
を
加
工
し
て
義
薗

こ
せ
る
も
の
あ
る
を
知
る
を
見
る
）
、
所
詮
エ
ト
ル
ス
キ

は
當
青
墨
臓
に
次
ぎ
て
世
界
に
於
け
る
最
も
美
術
駁
撃
の

登
達
し
陀
る
國
民
な
り
し
を
否
定
す
可
か
ら
す
、
少
く
こ

も
當
時
希
臓
の
美
術
を
模
倣
し
叉
た
之
を
理
解
し
得
た
る

人
民
は
エ
ト
川
ス
キ
を
除
き
て
、
外
れ
無
か
り
し
な
り
、

第
ご
號

九
八
　
（
二
八
西
）

’
此
の
羅
係
は
恰
も
古
代
の
U
本
人
、
こ
支
那
文
…
明
と
の
關
係

ご
趣
を
一
に
せ
る
を
楓
ぜ
し
む
る
も
の
め
り
、
密
な
エ
ト

ル
ス
キ
が
特
に
他
の
難
民
の
有
ゼ
ざ
り
し
時
殊
の
長
所
は

黄
金
装
飾
の
細
工
に
σ
q
餐
”
三
戴
。
篇
。
ご
舞
｝
。
簿
の
尤
も
結
…

巧
な
る
こ
ご
を
致
せ
る
．
こ
、
粘
土
ク
ラ
コ
ッ
タ
の
組
工
に

其
の
妙
技
を
螢
揮
せ
る
こ
ご
の
外
、
建
築
に
於
い
て
は
じ

め
て
眞
正
の
ア
ー
チ
を
作
参
之
を
盗
に
懸
用
せ
る
こ
ご
な

り
、
又
た
今
日
書
信
國
民
の
東
洋
人
に
卜
し
て
誇
こ
せ
る

婦
人
の
位
置
を
尊
訂
す
る
の
一
事
は
、
當
蒔
．
希
臓
人
羅
馬

人
に
も
乱
れ
な
き
、
駈
繁
れ
エ
ト
ル
ス
キ
の
濁
壇
霧
に
し
て

彼
等
は
置
ハ
の
石
棺
上
の
肯
像
彫
刻
に
於
い
て
さ
へ
常
に
男

女
同
上
に
位
置
を
與
へ
た
る
を
見
る
な
り
Q

　
羅
崎
の
建
築
が
希
臓
の
そ
れ
に
比
し
て
新
機
軸
を
出
せ

る
は
霊
ハ
ァ
ー
チ
を
利
用
せ
る
灘
な
り
、
而
し
て
睡
れ
實
に

エ
ト
ル
ス
キ
の
先
躍
を
遂
ひ
た
る
に
遇
ぎ
す
、
羅
馬
の
彫

刻
の
特
異
な
る
蛮
達
は
そ
の
省
像
彫
刻
に
あ
り
き
、
而
し

て
之
れ
亦
π
エ
ト
ル
ス
キ
が
其
の
源
流
を
な
せ
る
も
の
な



り
、
其
池
羅
馬
の
文
明
は
下
思
丈
化
の
影
響
を
轟
く
る
以

前
は
殆
ご
全
く
エ
ト
川
ス
キ
の
そ
れ
を
繊
承
せ
る
に
…
遺
ぎ

ざ
り
し
な
り
、
即
ち
エ
ト
ル
ス
キ
の
丈
化
史
上
に
於
い
て

挾
有
す
可
き
勲
結
　
は
容
｛
に
此
の
羅
馬
文
朋
の
揺
藍
を
な
せ

る
貼
に
於
い
て
充
分
な
り
、
彼
等
は
羅
馬
に
征
服
せ
ら
れ

て
後
丸
の
市
街
は
破
却
せ
ら
れ
、
歴
史
家
な
く
交
學
の
遺

存
せ
ざ
る
此
の
沈
獣
の
人
種
は
、
紗
謄
た
る
カ
ム
パ
ニ
ヤ

の
原
野
に
離
々
π
る
荒
艸
の
中
に
累
々
把
る
古
墳
を
残
し

た
る
の
み
な
b
し
か
、
あ
ら
す
、
ミ
ヵ
り
が
研
究
し
把
る

庭
を
眞
な
り
こ
せ
ば
エ
ト
川
ス
ギ
ご
今
旧
の
ト
ス
カ
ニ
ー

地
方
の
人
民
ε
は
其
の
頭
蓋
の
性
質
を
一
に
し
、
彼
等
の

遺
血
を
残
せ
る
も
の
な
り
ご
云
ふ
O
騨
簿
9
り
ゑ
養
苫
簿
は
即

ち
エ
ト
ル
リ
ヤ
の
故
地
に
生
れ
O
ぴ
窪
。
・
切
讐
§
O
H
δ
・
・
0
9

男
養
〉
ご
σ
q
g
o
g
H
』
＄
ω
唄
σ
q
5
9
色
ぎ
国
鼻
切
鋤
諄
◎
q
o
諺
8
’

冒
∩
警
2
＞
3
σ
q
9
9
H
歯
臨
画
。
σ
毒
民
”
竃
8
9
ゴ
く
魚
一
ご
O
p
鑓
8

の
如
き
文
藝
復
興
期
の
互
匠
は
皆
な
こ
れ
エ
ト
ル
ス
キ
の

血
統
を
つ
ぐ
も
の
に
外
な
ら
ず
、
さ
れ
ば
一
面
に
於
い
て

第
二
巻
　
叢
説
　
エ
ト
ル
ス
キ
の
遺
跡
｛
其
の
丈
化

文
藝
復
興
期
は
之
を
エ
ト
川
ス
キ
の
人
種
的
復
活
こ
い
ふ

も
過
言
に
あ
ら
す
、
吾
人
は
デ
ン
一
＝
ゐ
民
ご
共
に
エ
ト
ル

ス
キ
が
交
化
史
上
の
意
義
決
し
て
紗
少
に
非
ざ
る
を
総
め

ん
こ
欲
す
る
も
の
な
り
。
（
完
）

　
　
【
附
記
】
　
エ
ト
ル
ス
キ
の
交
化
が
其
の
起
源
に
旧
い

　
　
て
希
騰
タ
リ
ー
宮
島
を
中
心
す
る
ミ
ノ
ァ
交
明
若
し

　
　
く
は
其
の
後
な
る
ミ
ケ
ー
子
文
朋
ご
相
關
係
せ
る
も

　
　
の
に
し
て
、
之
よ
り
分
派
す
る
、
所
な
ら
む
ご
は
、
近

　
　
來
講
者
の
往
々
に
し
て
説
ぐ
所
な
り
、
詣
れ
を
讃
明

　
　
す
る
の
材
料
未
だ
充
分
な
ら
ざ
れ
こ
も
、
、
吾
人
は
最

　
　
も
興
味
あ
る
問
題
ご
し
て
其
の
蹄
結
を
見
ん
ご
欲
す

　
　
之
に
碧
し
て
は
他
日
別
に
ミ
ノ
ア
文
化
に
就
き
て
述

、
　
　
ぶ
る
の
機
會
を
得
て
詳
述
せ
ん
。

　
　
門
附
記
二
］
　
メ
ン
ガ
レ
ゾ
ー
氏
は
余
輩
が
本
題
に
就

　
　
ぎ
て
講
演
す
る
所
あ
る
を
聞
き
て
、
チ
エ
ル
ヴ
エ
ト

　
　
ジ
の
遺
跡
の
大
綬
眞
を
十
四
放
を
恵
贈
せ
ら
れ
た
る

　
　
も
、
漸
く
本
H
之
を
落
手
し
て
、
講
演
の
際
之
を
會

第
二
號
、
　
　
九
九
　
（
二
八
五
）



策
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
朝
　
鮮
　
更
　
の
　
栞

衆
に
示
す
の
機
を
逸
し
た
る
は
深
く
遺
憾
こ
す
る
所

な
り
、
今
ま
本
鷲
挿
す
研
の
窟
眞
中
二
三
を
除
き
の

諸
圖
は
皆
な
此
の
悪
賂
の
一
一
及
羅
馬
に
て
氏
よ
り

贈
ら
れ
π
る
寓
眞
中
よ
b
縮
寓
し
た
る
も
の
に
係
る

記
し
て
氏
の
深
大
な
る
好
意
に
威
謝
の
意
を
表
す
。

門
附
記
三
】
　
最
後
に
三
四
の
墾
考
書
を
暴
げ
ん
に
、

巳
に
記
し
た
る
　
㌶
碧
酔
ぎ
の
H
㌧
ゴ
答
泉
讐
超
露
。
及

ご
碧
隔
年
。
犀
。
。
。
冨
①
け
讐
・
。
ρ
’
お
　
o
．
触
○
ヨ
欝
ゴ
の
外
、
C
窪

三
・
。
の
Ω
昏
ω
卿
∩
。
ヨ
2
9
窃
葺
蛋
触
巽
β
を
以

て
最
も
概
括
的
の
も
の
こ
す
可
し
此
の
外
一
W
・
団
塗
興

の
客
。
≒
亀
3
H
、
δ
導
2
鏑
。
ω
母
。
器
2
0
鐙
ξ
誘
第

一
巷
に
コ
ル
子
ト
の
遺
跡
を
記
し
彪
る
一
章
あ
り
、

頗
る
流
麗
の
筆
を
以
て
面
臼
く
讃
ま
る
、
叉
π
6
§

窪
§
嬢
の
　
（
〉
Σ
　
鮮
触
r
三
簿
鱒
と
。
（
げ
「
p
8
轟
6
§
累

は
通
俗
の
書
な
る
も
簡
便
な
り
、
・
墾
考
圖
集
こ
し
て

は
と
○
簿
箋
話
の
Ω
〆
、
一
訂
舞
醐
9
慰
留
面
一
く
。
。
p
　
一
一
一
川
。
．

等
あ
ト
・
，
其
他
多
く
は
」
々
の
遺
跡
鰍
寸
に
逸
す
る
特

蘇
の
研
究
を
記
す
の
み
。
（
三
月
二
H
）

第
二
號

一
〇
〇
　
（
出
入
六
）

雑

纂

朝
鮮
史
の
栞

文
學
士
今

（
第
四
回
）

西

龍

　
廣
史
第
一
集
よ
り
第
八
集
ま
で
百
六
十
冊
…
中
第
七
集
第

一
冊
よ
り
第
十
八
冊
に
至
る
ま
で
十
入
肝
を
除
き
π
る
百

四
十
二
冊
に
牧
む
る
書
籍
次
の
如
し
。

第
一
集

－
野
史
之
流

3
黄
兎
記
事
三
二
馨

第
二
集

4
朝
野
紀
聞
徐
一
重

6
休
三
野
談
任
有
俊

8
耳
諸
所
及
串
欽

10

ｩ
鮮
風
俗
李
凌
慶

2
春
披
H
月
録
争
堪
齢

5
錦
城
日
記

7
語
誌
遺
事
成
漉

9
公
鍛
難
壁

n
馬
瀬
無
識
柳
馨
遠


